
「野田小学校だより」                        令和７年１１月２８日          

 
   

        
 
 

       
   

             

                  

             

 

           

二
学
期
は
、
加
津
佐
小
学
校
と
の
統
合
に
向
け
て
、
両

校
の
交
流
を
教
育
活
動
の
中
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
校
で
の
交
流
活
動
に
加
え
て
、
各
学
年
そ
れ

ぞ
れ
で
一
回
以
上
の
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

つ
な
が
り
と
成
長
を
と
お
し
て 

 
だ
れ
も
が
幸
せ
を
感
じ
る
学
校
づ
く
り 

 

文責：校長 大平 啓二 

令
和
七
年
度
野
田
小
学
校
だ
よ
り
第
十
九
号 

統
合
・
閉
校
に
向
け
て 

1  
 
◆１日（月） 

メディア講演会 

◆４日（木） 

持久走大会 

学級部会 

◆５日（金）

◆１０日（水）

人権集会 

人権風船飛ばし 

◆１１日（木）

学力調査（国語）

◆１２日（金）

学力調査（算数） 

◆２４日（水）

２学期終業式 

 

シ
リ
ー
ズ 

十
月
三
十
日
に
、
最
後
と
な
る
第
三
回
加
津
佐
地

区
統
合
準
備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

十
月
十
九
日
に
は
、
閉
校
準
備
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
会
議
で
の
主
な
話
合
い
と
決

定
事
項
に
関
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
統
合
準
備
協
議
会
】 

①
野
田
小
の
特
色
あ
る
行
事
と
し
て
加
津
佐
小

学
校
で
実
施
す
る
の
は
、
普
賢
岳
登
山
。
方
法

等
は
、
加
津
佐
小
学
校
で
可
能
な
形
を
検
討
し

て
実
施
す
る
。 

②
加
津
佐
小
と
の
交
流
は
、
各
学
年
二
回
以
上
実

施
。
給
食
時
も
交
流
済
。 

③
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
車
場
所
は
、
野
田
小
学
校

と
東
串
公
民
館
の
二
カ
所
。 

今
後
、
正
式
に
、
利
用
希
望
調
査
等
を
実
施
す

る
。 

【
閉
校
準
備
協
議
会
】 

①
二
月
一
日
実
施
の
閉
校
記
念
式
典
は
、
市
教
育 

委
員
会
主
催
で
実
施
。
案
内
者
数
は
、
児
童
も 

含
め
百
六
十
八
名
。 

②
閉
校
記
念
碑
を
市
予
算
で
建
立
。 

③
校
舎
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
体
育
館
を
こ
れ
ま 

で
ど
お
り
、
社
会
体
育
利
用
や
地
域
団
体
の
運 

動
行
事
等
で
利
活
用
し
て
い
く
要
望
を
提
出
。 

交
流
を
通
じ
て
、
顔
見
知
り
や
友
達
が
で
き
、
四
月
か

ら
の
新
生
活
に
向
け
て
、
安
心
感
や
期
待
感
が
持
て
た
こ

と
が
、
野
田
っ
子
の
笑
顔
か
ら
も
伝
わ
り
ま
し
た
。 

【全
校
で
の
交
流 

十
月
二
十
八
日
】  

◇
四
校
時
・各
学
年
交
流
◇
交
流
給
食
◇
劇 

観
賞 

【一
・二
年
生
の
交
流 

諏
訪
の
池
で
の
野
外
活
動
】 

【三
年
生
の
交
流 

茶
摘
み
・消
防
署
見
学
】 

【四
年
生
の
交
流 

社
会
科
見
学
・体
育
】 

【五
年
生
の
交
流 

学
級
活
動
】 

【六
年
生
の
交
流 

修
学
旅
行
・塚
本
氏
特
別
授
業
】 

 

笑
顔
が
広
が
る
仲
間
の
輪 

～
加
津
佐
小
学
校
と
の
交
流
で
見
え
た
こ
と
～ 

十
一
月
二
十
七
日
、
５
年
生
が
育
苗
か
ら

田
植
え
、
収
穫
を
し
た
も
ち
米
で
、
も
ち
つ

き
会
を
行
い
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
や
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
方
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
臼
と
杵
を
使
っ
て
た
く
さ
ん

の
も
ち
を
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

は
昨
年
度
よ
り
収
穫
量
も
多
く
、
出
来
上
が

っ
た
も
ち
は
、
全
校
児
童
と
職
員
、
こ
れ
ま

で
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
な
ど
に
配
ら
れ

て
い
ま
す
。
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

稲
作
体
験
を
通
じ
て
、「
本
物
」
を
知
る

こ
と
で
培
わ
れ
る
「
賢
さ
」
と
「
や
さ
し

さ
」
に
つ
い
て
感
じ
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち

で
し
た
。 

 

学
校
近
所
の
地
域
の
方
に
い
た
だ
い
た
季
節
の

花
が
、
日
常
を
彩
っ
て
く
れ
ま
す
。 


